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桜
川
市
真
壁
町
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

を
訪
れ
る
の
は
二
度
目
な
の
で
、
次
に
車
で
来
る
と
き

は
ぜ
ひ
通
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
筑
波
山
北
側
の

上う
わ

曽そ

峠
を
越
え
る
ル
ー
ト
を
選
ん
だ
。

　
晩
秋
の
晴
れ
た
休
日
、
常
磐
自
動
車
道
を
石
岡
小
美

玉
I
C
で
降
り
、
左
手
に
筑
波
山
を
望
み
な
が
ら
県
道

七
号
石
岡
筑
西
線
を
西
へ
向
か
っ
た
。
柿
岡
の
集
落
を

抜
け
て
少
し
行
く
と
山
道
が
始
ま
る
。
き
の
こ
山
の
南

の
峠
を
越
え
た
あ
た
り
か
ら
、
道
は
谷
筋
の
真
っ
直
ぐ

な
下
り
坂
と
な
り
、
真
壁
の
ま
ち
へ
と
降
り
て
い
く
。

　
筑
波
山
か
ら
連
な
る
山
並
み
を
東
に
背
負
う
真
壁
の

ま
ち
は
、
西
側
に
や
や
離
れ
て
桜
川
（
桜
川
市
の
名
称

の
由
来
と
な
っ
て
い
る
）
が
流
れ
、
ま
ち
の
南
北
に
桜

川
に
注
ぐ
川
が
あ
っ
て
領
域
を
つ
く
っ
て
い
る
。
水
田

地
帯
に
張
り
出
し
た
半
島
の
よ
う
な
土
地
な
の
で
あ
る
。

　
真
壁
の
ま
ち
の
歴
史
は
、
戦
国
時
代
末
期
に
築
か
れ

た
真
壁
城
の
西
側
の
集
落
に
は
じ
ま
る
。
江
戸
時
代
に

真
壁
城
が
廃
さ
れ
た
後
は
、
ま
ち
の
中
心
部
に
陣
屋

（
藩
の
政
庁
）
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
陣

屋
の
表
門
が
あ
っ
た
「
御
陣
屋
前
通
り
」
に
は
、
江
戸

時
代
後
期
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
を
通
し
て
地

域
の
文
化
と
経
済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
真
壁
の
、
繁
栄

とも
べ

かさま
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絵 筑
波
山
の
北
、真
壁
の
ま
ち
は
、

地
域
の
文
化
と
経
済
の
中
心
で
あ
っ
た
。

今
も
変
わ
ら
な
い

山
並
み
を
背
景
と
し
て
、

歴
史
的
ま
ち
な
み
と
、

人
び
と
の
暮
ら
し
が
あ
る
。

【
茨
城
県
桜
川
市
】

かつて陣屋の庭園であったところに建てられた真壁伝承館。
まちの東に見える山並みの風景を巧みに取り込んでいる。

峠
を
越
え
て

歴
史
が
重
層
す
る
ま
ち
な
み
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変
わ
り
目
を
映
す
歴
史
的
風
景
が
興
味
深
い
。「
伝
統

的
建
造
物
群
」
と
い
う
名
前
の
放
つ
、
ど
こ
か
テ
ー
マ

パ
ー
ク
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
も
の
が
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
建
物
の
存
在
は
、
歴
史
的
な
景
観

の
中
に
新
し
い
建
物
を
挿
入
す
る
こ
と
を
考
え
る
上
で
、

と
て
も
重
要
で
あ
る
。

　
ま
ち
の
豊
か
さ
は
建
物
の
中
に
も
あ
る
。
二
〇
〇
三

年
か
ら
始
ま
っ
た
住
民
の
自
主
活
動
の
「
真
壁
の
ひ
な

ま
つ
り
」
は
、
毎
年
二
月
四
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
近
年
は
一
〇
万
人
以
上
の
観
光
客
を
集
め
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
真
壁
が
一
年
の
う
ち
で
最

も
多
く
の
人
で
溢
れ
る
一
カ
月
だ
。
店
舗
や
一
般
の

家
々
に
雛
人
形
が
飾
ら
れ
、
観
光
客
は
「
雛
め
ぐ
り

マ
ッ
プ
」
を
片
手
に
巡
り
歩
く
。

　
こ
の
雛
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
が
実
に
よ
く
で
き
て
い
る
。

地
図
は
東
が
上
で
、
上
部
に
山
並
み
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が

描
か
れ
、「
マ
ッ
プ
を
山
並
み
に
合
わ
せ
る
と
わ
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
」
と
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

住
民
が
認
識
す
る
自
ら
の
ま
ち
が
、
大
げ
さ
に
言
え
ば

世
界
観
が
あ
る
。

　
二
〇
一
一
年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
真
壁
伝
承
館
の

敷
地
は
か
つ
て
の
陣
屋
の
一
部
で
あ
る
。
公
民
館
、
歴

史
資
料
館
、
図
書
館
の
機
能
を
も
つ
複
合
施
設
で
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
担
う
。
設
計
者
で

あ
る
渡
辺
真
理
さ
ん
と
木
下
庸
子
さ
ん
の
話
で
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、「
伝
統
的
建
造
物
の
レ
プ
リ
カ
を
つ
く

ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
建
物
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
構
成
や

屋
根
の
勾
配
、
デ
ィ
テ
ー
ル
な
ど
を
、
伝
統
的
な
ま
ち

な
み
か
ら
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、
再
構
成
す
る
手
法
を

採
っ
て
い
る
が
、
伝
統
の
模
造
で
は
な
い
現
代
の
、
そ

し
て
建
築
家
独
自
の
建
築
に
な
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
見
て
、
最
も
成
功
し
て
い
る
と
感
じ
た
の
は
、

建
物
の
配
置
と
そ
の
隙
間
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し

て
そ
こ
か
ら
覗
く
山
並
み
だ
。
建
築
家
の
視
線
は
周
囲

の
ま
ち
な
み
を
越
え
て
風
景
を
捉
え
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
、
真
壁
の
登
録
有
形
文
化
財
建
造

物
の
約
七
割
が
屋
根
や
外
壁
に
損
傷
を
受
け
た
。
倒
壊

し
た
土
蔵
や
石
蔵
も
あ
っ
た
。

　
は
た
し
て
二
〇
一
二
年
、
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
は
開

催
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
「
開

催
が
決
定
し
ま
し
た
！
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
雛
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
を
手
に
、
ぜ
ひ
、
ま
ち
を
巡
っ
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

と
豊
か
さ
を
伝
え
る
建
物
が
集
中
し
て
い
る
。
江
戸
時

代
中
期
に
描
か
れ
た
「
真
壁
町
屋
敷
絵
図
」
そ
の
ま
ま

の
町
割
り
を
保
ち
な
が
ら
、
近
世
末
か
ら
近
代
と
い
う

大
き
な
変
動
期
の
建
物
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
が
、

真
壁
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
特
徴
だ
。

　
二
〇
〇
三
年
来
、
行
政
は
歴
史
的
た
た
ず
ま
い
を
継

承
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
登
録
文
化
財
制
度

を
活
用
し
た
建
造
物
の
保
存
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。

登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
は
一
〇
四
棟
に
の
ぼ
る
。
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
の
は

二
〇
一
〇
年
。
茨
城
県
内
で
は
初
め
て
で
あ
り
、
関
東

で
は
川
越
、
佐
原
な
ど
に
続
く
四
例
目
で
あ
っ
た
。

　
登
録
文
化
財
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
、
御
陣
屋

前
通
り
中
心
部
の
角
地
に
建
つ
「
旧
真
壁
郵
便
局
」（
昭

和
二
年
・
一
九
二
七
年
）
だ
。
第
五
十
銀
行
と
し
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
唯
一
の
瓦
屋
根
で
な
い
登
録
文
化

財
で
あ
る
。
外
観
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
見
え
る

が
、
実
は
木
造
（
木
骨
）
で
、
外
壁
を
鉄
筋
な
ら
ぬ
「
鉄

網
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
工
法
は
明

治
末
に
建
築
家
、
三
橋
四
郎
が
耐
火
性
を
高
め
る
も
の

と
し
て
発
案
し
た
が
、
耐
震
性
に
問
題
あ
り
と
さ
れ
て
、

あ
ま
り
普
及
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
歴
史
的
価
値
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
瓦
屋
根
の

中
に
鉄
網

0

0

コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
の
建
物
が
あ
る
、
時
代
の

鉄
網
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

東
を
上
に
、雛
め
ぐ
り
マ
ッ
プ

風
景
の
中
の「
真
壁
伝
承
館
」

震
災
を
越
え
て

北東側の田んぼ越しに見た真壁のまちなみ。左に見えている筑波山の方角が
ほぼ真南になる。あぜ道は町割りの軸線にそろっている。

お
お
も
り
・
あ
き
ひ
こ
◉
建
築
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
一
九
五
五
年
、
東
京
生

ま
れ
。
一
九
七
八
年
早
稲
田
大
学
建
築
学
科
卒
。
一
九
八
〇
年
同
大
学
院
修

了
後
、
新
建
築
社
入
社
。『
新
建
築
』編
集
長
ほ
か
を
歴
任
。
二
〇
一
〇
年
建

築
メ
デ
ィ
ア
研
究
所
を
設
立
。


